
「コロナウイルス」先行き不透明・予断許さ

ず！ 昴・合唱活動の今後の見通し等につ

いて 昴の皆さんへ! 

 

「なぜ    

 

 

 

 

 

  
  

 

□昴は、４月１０日に、団員・関係者に向けて、団長名で「緊急連絡 ５月以降の昴の活動

について」を発信し、「５月６日までの団活動の休止」と 4 月 26 日の運営委員会の中止を

決め、５月７日以降については、４月末の状況を見て判断する。」と連絡しました。 

４月下旬となり、運営委員会の開催は行わず、団の練習再開・団費と指揮者・ピアニストへ

の補償等の懸案事項を、全団員にお知らせし、メール等での意見交換・アンケート等を集約

したうえで、5 月 7 日(金)１５：３０～１８：００ 団長・副団長・事務局長・各部長 (役

員)の会合(役員会)を、窓を開放した換気状態のねむかホールで行いました。「諸問題の検討

と今後の昴の合唱活動についての方針」を決めました。ご一読願い、ご理解をいただきます

よう、またご意見・ご感想がありましたらメール等にて役員へ連絡願います。 
 

男声合唱団「昴」団員の皆さん 

昴 役員 一同         

（団長・副団長、事務局長、組織部長、財政部長、技術部長、広報部長） 

  

 団員の皆さん、コロナウイルス感染に伴う自粛生活を強いられている中ですが、いかがお

過ごしですか。 

皆さんからのアンケート結果をベースに、5 月 7 日にねむかホールにおいて役員会を開催

し、現コロナ禍においての昴の今後の諸活動についての方針を決定しましたのでお知らせし

ます。 

 緊急事態宣言が 5 月末まで延長され、引き続き活動が制限されることとなりましたが、政

府の対応のまずさから、感染の実態がよく見えていないのではないかなどの批判もある程、

事態は依然として予断を許さぬものとなっており、先を見通せないのが実態です。 

 役員会は、様々な意見交換を行い、団員が集まって自由な合唱活動を再開できるまでには、

まだ相当の時間を要するだろう。年内はおろか来年にもずれ込むかもしれないとの基本認識

を持ったうえで、以下のように決定しました。 

 まず決定事項をお示しし、その後に補足解説をすることとします。 

記 

１．        レッスンについて 

自粛要請が解除され、公的施設での合唱行為等の利用が再開されるまで、レッスンは中

止します。 

  

２．        ねむかホール維持費補償、指揮者・ピアニストへの謝礼補償について 

 男声合唱団 

Subaru 

 

 

 

 

 

 

ニュース７３０ ‘２０．５．１１ 

No.730(1/８) 



➀ねむかホール使用料は、昴活動維持のための必要経費と考え、使用の有無にかかわ

らず、月額 25,000 円を支出します。 

➁指揮者・ピアニストへの昴財政からの補償額は、当面、本年末までの間、平均的月

額の 6 割を補償することとします。  来年については、年末に再検討します 

  

３．        レッスン中断期間中の団費について 

レッスン中断期間が相当長引くとの認識に立って、かつ皆さんから寄せられたアンケー

トの結果を勘案して、レッスン中断期間が相当長引くとの認識に立って、かつ皆さんか

ら寄せられたアンケートの結果を勘案して、4 月度から本年末までの団費は、月額 2000

円とします。 

 但し、後述するように、補償額との関係で毎月約 1 万円が不足するため、可能な方は

それ以上の額の納入をお願いしたい。 

なお、もし自粛生活による影響、その他の理由により、休団中の団費支払いに困難、

支障のある方は、財政部長まで個別にお申し出ください。 

  団員が一堂に会する機会がないため、当分の間、団費納入は、男声合唱団昴の郵貯口座 

への振り込みでお願いします。 

口座番号・振り込み方法の詳細は、最終ページをご確認ください。 
 

４．        団内コンサートについて 

8 月に予定していた、団内コンサートについては中止します 

  

５．        総会について 

8 月予定の新大阪ユースでの合宿総会は中止します。 

新たな開催時期並びに開催方法（議事案件の絞り込み、一堂に会さない方法など）につ

いては、6 月 21 日の役員会で検討することとします。 

  

６．        第 13回コンサートについて 

  10 月 25 日に延期したコンサートはキャンセルし、今年 6 月の会場申込において、

2021 年 6 月 20 日（第 2 候補：6 月 13 日）のクレオ大阪・中央の予約を取りに行くこ

ととします。 

  

７．        自粛生活下での合唱練習、意欲の維持、生活の工夫、健康管理等について 

  長期の自粛生活を余儀なくされ、歌うことへの意欲をどう持続するかが課題とな

っています。 

  皆さんの練習の仕方等に対する工夫や、You-tube 等の活用情報、日常の想い、自

粛生活での工夫など情報を寄せてください。みんなで共有することで、意欲の向上に

役立てたいと思います。 

  

再開そして再会の時には、一人の感染者も出さず、一人の退団者も出さず、再

会＆再開しましょう       

団長  千秋 昌弘 

  
以上 
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  決定に対する補足事項 

  

１ レッスンについて 

 緊急事態期間が延長された中で、識者の中には、我が国の感染実態は正しく状況を反映

しておらず、隠れ感染者が多いとも言われています。 

 我々は高齢者集団であり、感染リスクは最大限避ける必要があります。 

公的施設では、自粛要請の緩和があっても、合唱や会話教室など利用者が声を出す利用を

認めない動きもあるようです。 

 したがって、レッスンの再開は、『自粛要請が解除され、公的施設での合唱行為等の利

用が再開されるまで、レッスンは中止する』としました。 

  

２ ねむかホール維持費への補填について 

 昴にとって、「ねむかホール」は、単なる練習のための使用会場の一つ、というもので

はありません。 

 創団当時、興隆園の二階で練習をしていたが、いかにも手狭となり、自前のホールを持

とうということになりました。共同購入となると将来にわたって混乱を招くので、個人所

有にすべきとの意見から、立川氏が退職金を投じて所有者となったものです。 

ねむかホールは、今や大阪のうたごえ運動等にとって欠かせない場所になっており、昴

はこれを維持していく責任の一端を担っているといっても過言ではありません。 

 ホールの維持のためには、毎月最低 8 万円の固定費（管理費・修繕積立金；6 万 5 千円、

固定資産税 1 万５千円）が必要です。 

 そして、普段の平均的使用料収入は約 10 万円です。しかし現在、これがゼロとなって

います。 

 昴は、毎月の使用料として 25000 円を支払っていますが、これを継続しても全く不足

しています。「ねむかホール」としては、これまでの利用者に支援を呼びかけようともし

ているところです。 

 このような事情から、昴としてはホール維持の一助として、これまで同様の使用料の補

填は必要だと判断しました。 

  

３ 指揮者・ピアニストへの謝礼補償について 

 謝礼と団費は当然不可分のものなので、どれだけ団費を徴収できるかで、謝礼も決まるた

め、この度皆さんにアンケートをさせていただきました。 

  

  集計結果は以下のとおりです、 

A：一律定額        B：個人の任意の額 

    

    

    

    

    

    

    

    

選択肢 回答者数 

500   

1000   

1500 3 

2000 10 

2500   

3000 12 

選択肢 回答者数 

500   

1000 1 

1500   

2000 2 

2500   

3000 6 
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 謝礼額を精査したところ、指揮者と2名のピアニストで平均的に月額82,000円必要です。

補助割合と徴収団費額との関係を調べたのが別表１です。 

 皆さんからは、「指揮者、ピアニストは団員と一心同体････」「これからも、うたごえで

頑張りたいと感じてもらえるようにしたい。」「長年我々を指導してもらっている指揮者・

ピアニストに恩返しをする時･･･」など、温かいメッセージもたくさんいただきました。 

別表１ 

試算 休団中の必要経費と徴収団費との関係 単位：円

団員数設定　：　３５人

補助割合 100% 80% 60% 50%

必要謝金額／月 82,000 65,600 49,200 41,000

会場使用料／月 25,000 25,000 25,000 25,000

うた協加盟費／月 6,000 6,000 6,000 6,000

合計必要経費／月 113,000 96,600 80,200 72,000 合計集金額

徴収団費３０００円の

場合の差額
-8,000 8,400 24,800 33,000 105,000

徴収団費２５００円の

場合の差額
-25,500 -9,100 7,300 15,500 87,500

徴収団費2０００円の場

合の差額
-43,000 -26,600 -10,200 -2,000 70,000

徴収団費15００円の場

合の差額
-60,500 -44,100 -27,700 -19,500 52,500

 
  先にも述べたように、休団は相当長期を覚悟しなければならないことも前提に、団費を

2000 円／月と設定し、かつできるだけ補償したいという思いを加味して、補償割合を６割

とすると決定しました。 

しかし、単純に一人 2000 円だと、表に示すように、毎月 10200 円の不足が生じます。

役員は率先して協力しようと思っていますが、団費として 2000 円を上回る額を出そうと

いう方がいらっしゃれば是非ご協力をお願いいたします。 

  

４ 今後の団費の徴収について 

 

 団費の納入についてご連絡いたします。 

お間違えの無き様に以下ご確認ください。 

 

「男声合唱団昴」の郵貯口座について 

（１）現在、ゆうちょ銀行口座は、普通口座と振替口座の２種類があります。 

振込み(払込み)は振替口座宛てにお願いします。振替口座の情報は次の通りです。 

振替口座 

 預金種目：当座 

 口座記号：００９６０－６、口座番号：８８３９４ （右詰め記入） 

口座名称は 漢字）男声合唱団 昴  カナ）ダンセイガッショウダン スバル 
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団費の振り込みは 

 振替口座にて、お願いします。 

       財政吉田より 



   

（２）ゆうちょ銀行以外の他の金融機関から振込まれる場合、次の通りに指定する。 

銀行名：ゆうちょ銀行 

店名（店番）〇九九（ゼロキュウキュウ）（店番：０９９） 

預金種目：当座 

口座番号：００８８３９４ 

 

☆振込み送金するには、送金料金（払込み手数料）がかかります。手数料は送金方法によっ

て変わります。送金手数料は、送金側にて、ご負担をお願いします。 

 

≪手数料について≫ 

（１）ゆうちょ銀行口座をお持ちの方で、「ゆうちょダイレクト」を利用される場合は、

月に５回まで、料金は無料となります。「ペイジーサービス」利用の ATM 送金は 61 円。 

これらを利用されてない方の場合、送金料金が一番安いのは、ゆうちょ口座間の ATM に

よる送金です。手間取らずに送金できますが、料金は 100 円かかります。 

 

（２）ゆうちょ銀行口座をお持ちでない方は、郵便局にて払込取扱票（青色）に記入し、

払込む方法があります。払込取扱票には、口座記号、口座番号、払込金額を記入、加入者名

欄には、「男声合唱団 昴」と書いて下さい。通信欄には団費の何月分かなど(その他伝えた

いこと)を書き、〒、住所、氏名、電話番号を記入。右側の受領証にも必要事項を記入しま

す。記入内容を確認後、払込取扱票を用いて、ゆうちょ銀行 ATM から払込む場合の料金は

152 円、窓口で払込む場合は 203 円の料金がかかります。 

 

（３）ゆうちょ銀行以外の金融機関から振り込む場合は、上述してある「他の金融機関か

ら振込まれる場合、次の通りに指定」に書かれている情報を ATM へ入力して下さい。 

それぞれの金融機関毎に決められた手数料がかかります。例えば、三井住友銀行ATMでは、

220 円です。 

 手数料を減らすため、まとめての振り込みも歓迎です。                     以上 
 

 

昴 通信コーナー 
 

 

昴の団員・関係者のみなさまへ －「昴ニュース」編集部からのお願い 広報部 吉川 

 「昴ニュース」は男声合唱団昴の日常の定例レッスン・イベントでの合唱発表・コンサートの開

催・他合唱団や音楽会の開催状況等を記録し、毎号作成し、昴ホームページに掲載してきました。 

今回のコロナウイルスの感染拡大に伴って、「3密」下での合唱活動は「自粛」を余儀なくされてお

ります。昴ニュースも従来の「情報発信」としての役割が果たせない状況にあります。しかし「昴」の合

唱活動は休止していても、その有能な構成メンバー・昴団員とお世話いただいている関係者のみな

さまは毎日「元気に」生活しております。 

 

みなさまへのお願いです。今回の 5月 8日付けの「昴団員のみなさまへ」 

役員会・団長千秋昌弘」のお願い・呼びかけにもありますように 

 「７．        自粛生活下での合唱練習、意欲の維持、生活の工夫、健康管理等について 

  長期の自粛生活を余儀なくされ、歌うことへの意欲をどう持続するかが課題となって

います。皆さんの練習の仕方等に対する工夫や、You-tube 等の活用情報、日常の想い、
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自粛生活での工夫など情報を寄せてください。みんなで共有することで、意欲の向上に

役立てたいと思います。」 

そこで、「昴ニュース」に「昴通信コーナー」を設けたいと思います。音楽や合唱の難

しい技術的なことも含めて、今の「外出自粛」の毎日の生活でのいろんな思い、コロナウ

イルスに関する自分の考えや疑問・発信できる情報等、また昴のこと、自分の健康（管理）

や身体のことなど、匿名でも結構です。「孤独を防ぎ、心身の健康を保つために、人との

交流を！電話や手紙・メール・SNSの活用」を厚労省ＨＰでも言っております。 

 どうかいろいろな通信をお待ちしております。  
 

（投稿） 

 
(投稿) 

差出人: "ito s" 

宛先: "吉川 勝彦" 

送信済み: 2020/05/08(金) 10:12:32 

件名: 昴ニュースの記事に採用出来そうな話題が載っています。（１） 
 

吉川様、昴メンバーの皆様（BCC）へ 

長引く外出自粛、どのように過ごしておられますか？ 

時間と興味があれば、ぜひ訪れてみていただきたい WEBサイトを紹介します。 

だいぶん前に見つけたサイトです。適宜更新されています。話題豊富です。 

http://www.cafemdr.org/ 

新国立劇場合唱団の指揮者もされてる方のサイトです。  

合唱人にとって参考になる話を色々伺えますよ。 

 

差出人: "ito s"  

送信済み: 2020/05/08(金) 15:54:19 

件名: Re: 昴ニュースの記事に採用出来そうな話題が載っています。（２） No.730(6/８) 

 

http://www.cafemdr.org/


   

先ほど紹介したWEBサイト内、2017年 3月 20日の記事で、 

「横隔膜と日本人の文化」という文章が在ります。 

この前半はスキーの話ですが、後半に 

横隔膜をどう使うかに関する含蓄の在る話があります。 

（三澤洋史さんの文章です。） 
http://www.cafemdr.org/ の中、2017 年 3 月 20 日に掲載された長い文 

／伊藤 知 

 
 

連絡 本並先生からのメッセージです。(男声合唱団「昴」の皆様に送ってくださってもかまいませ

ん。このメールはどのように扱ってくださってもかまいません。私のわがままメールです。） 

 

 大変な中いろいろとご配慮下さり、ご苦労様です。 

今回の事態は大変ですね。「世界は私たちがいた元の姿に戻ることはできないでしょう。 

『新しい日常』になるはずです」（WHOテドロス事務局長）の発言、私の HPからご覧ください。他に

も論文ありますからご覧ください。 

 

大袈裟ですが、やはり今の人間活動の在り方を修正し、第 2か第何次かの次の世界を目指すべ

きです。それは何か、お判りでしょう！ 

 

私や、ピアニスト、練習場など、経費については、そんなに気遣っていただく必要はありません。 

仕事をしていないから、その報酬はないものと、少なくとも僕は思っています。契約関係は何もあり

ませんから。 

食べて、生命（居食住）を維持、少し楽しいこともできればいいのです。 

でもこれができない社会に近づきつつあります。死んでゆく、しずんでゆく、日本！と同盟関係の

他の国？ 

 

医療生協COOPで一番の信頼できる主治医が、「まだ仕事しとるのか、ぼつぼつやめろ、何やって

るのか、と聞かれて、（手を振っています、選挙カーではありません）と言ったら、一転変わって 

「そりゃやめたらあかん！」と。12回コンサートにも来てくれました。看護師さんにも伝えられ、診療

所では僕は特別扱いされています。 

これが私の励みの一つでもあります。でも自己管理が大切です。 

 

デームス先生もそうでしたね。 

 

人命まちまちです。私と同じ歳、79歳で老衰で亡くなった人のニュース、もっと若くで、事故、病気

で亡くなる人もいっぱいだが。 

寿命としての長寿者は、藤後博巳 93歳、見習おう！男声合唱団「昴」創立者。 

 

人はこの地球で瞬間にしか生きてゆけない。 

男声合唱団「昴」はせめて、藤後博巳を目指そう！ 

収束のあかつきには男声合唱団「昴」がまた夜空を輝かすように歌いまくることを願って！ 

2020.4.30      本並美徳 
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（投稿） 

 

 

Ｔ.Haga さんから、早速 「詩」らしき作品を投稿いただきました。 

作者は「Ruinss」、題名は「Ruins(廃墟)」です。 
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